
















研究目的 

最近の新生児医療の進歩はめざましく,新生児死亡率は世界最低のレベルに達し,後遺症も

減少した。しかしながら,新生児医療においてまだ未解決の問題も多く,また,新生児の生存

率の向上に伴って,新しい問題も出現してきた。そこで,これらの問題を解決し,新生児医療

の一層の向上を目的として,昭和 61 年に新しく「新生児管理における諸問題の総合的研究」

研究班が組織され,研究が進められている。 

本研究班では,Ⅰ.新生児乳児のビタミン K欠乏症の予防に関する研究,Ⅱ.新生児の栄養代

謝に関する研究,Ⅲ.核黄疸の予防に関する研究,Ⅳ.新生児の循環適応に関する研究,

Ⅴ.NICU 退院児のホームケアシステムに関する研究,VI.新生児の呼吸管理に関する研究,

Ⅶ.新生児の頭蓋内出血に関する研究,Ⅷ.新生児の感染症に関する研究,Ⅸ.未熟児網膜症

の予防に関する研究,Ⅹ.周産期低酸素症の予防に関する研究,XI.健康新生児の管理に関す

る研究の 11 のテーマについての研究が行われている。 


